様式第３号の２（第７条関係）
審　議　経　過
　　　
	１　開　　会（地域づくり課　松林課長）
２　辞令書交付
３　令和８年度伊万里市さが未来アシスト事業費補助金事業の審査について
（１）審査方法等の説明（事務局）
（２）事業概要の説明（事務局）
（３）応募団体による事業内容の説明・質疑応答
◆質疑応答
①　原屋敷棚田ライトアップ事業：原屋敷の未来を考える会（説明者１名）
　　Ｑ：棚田ライトアップイベント等を複合的に開催するためには多くの人員が必要となるが、どのような対応を考えているか。
　　Ａ：基本的には原屋敷の未来を考える会のメンバー１０数名が中心となり、当日のライトアップの作業や駐車場の誘導、道案内等を行う。　　　　　　また、原屋敷地区のおばあちゃん世代の方に“なすびご飯”の提供や料理教室に協力いただき、加えて、知人にも声をかけて協力してもらう。　　情報発信については、地元ケーブルテレビへの取材依頼や地元紙への取材依頼を一通り行う。
Ｑ：イベント開催時の地域外来訪者が６０％と予測されているが、地域外とはどこまでを想定しているか。
Ａ：原屋敷地区を知ってもらう、“なすびご飯“を知ってもらうことが大事と考えており、市外の方や南波多町外の方、原屋敷地区外の方に沢山来ていただきたい。

	

	Ｑ：“なすびご飯“のレシピを紙媒体で発信されるのも良いと思うが、若い世代の方はレシピ系のアプリとか、レシピが掲載されたサイトを閲覧する方が多いと思うので、レシピアプリへの掲載を検討してはどうか。
Ａ：これまで友人や知人に“なすびご飯”を食べてもらい反応を見てきたが、皆さんすごくおいしいとの感想を貰う。取組を進めていく中で反応を確認し、手応えを感じたタイミングで一斉に発信していきたいと思う。
Ｑ：伊万里市に食育改善推進協議会があり、市内の各地区にメンバーがおられ、２カ月に１回程度の料理教室を行っている。南波多地区のメンバーから市内全地区のメンバーに教えて広めることも考えられる。
Ａ：そのような広め方も参考にさせていただく。

Ｑ：この事業の目的は、過疎化対策だと思うが、イベント開催の時だけ多くの人がきても、過疎化、いわゆる人口減少対策が期待できるのか。
　　　Ａ：直接的な移住対策や移住支援、空き家対策というわけではないが、まずは原屋敷地区を知ってもらうところから始めるべきと思っており、まずは人が外から来る仕組み作りから始めていこうと思っている。地区の方と話をする中で、やはりこれから人が増えていくというのは厳しいなどネガティブな考えを持つ方もおられる中で、それでも外から人が来て、原屋敷地区の魅力、なすびご飯のおいしさなど評判を高め、地区のブランドを作っていくところから第一歩がはじまると考えている。
②　モリンガを核としたＣＯ２削減と地域活性化を実現する産学連携型人材育成・商品開発プロジェクト：伊万里グリーン・カーボンニュートラル実践プロジェクト委員会（説明者１名）
　　Ｑ：ＣＯ２測定について、２２万円の委託費となっているが、大学と連携して研究等されているのであればそちらでの実施の検討や、他の研究結果がある中で、改めて調査測定をする必要性を伺いたい。
　　Ａ：ＣＯ２の吸収量については様々なところで見かけるが、それを科学的に実証するデータがない。このため、伊万里市の環境において、モリンガの成長速度やＣＯ２の吸収量を測定し、その結果を根拠の一つとしたい。
	

	Ｑ：葉はどのように収穫するのか。
Ａ：幹の下の葉から収穫していく。最大４ｍ程度に幹が成長するが、モリンガの幹は柔らかいため、幹を引っ張り高いところの葉も収穫できる。
Ｑ：モリンガ茶などの商品はどこで販売しているのか。
Ａ：伊万里まちなか一番館、伊万里市観光協会等での常設販売に加え、インターネットでの販売やふるさと納税の返礼品として販売している。
Ｑ：昨年の種まきと収穫時の参加者数を知りたい。
Ａ：プロジェクト委員会のメンバー１６名以外に３０名程度参加があった。
Ｑ：この取組は将来的に自走していく必要があるが、昨年度の売上はどの程度あったか。
Ａ：昨年は５万円程度の売上であった。種の購入費や商品開発のための加工賃など経費がかかり、今のところ赤字となった。
Ｑ：沢山の栄養素が含まれており、広めるためにお茶だけでなくお菓子等の商品を作って販売したほうが認知してもらえる。
Ａ：商品づくりは資金に課題があり、商品の種類を増やすのは難しい。このため知ってもらう取組として、公民館等の入口に鉢植えのモリンガを置かせてもらい、認知してもらう取組を始めている。
Ｑ：販路拡大が課題と思うが、伊万里実業高校と連携される中で、伊万里実業高校のＳＮＳでの情報発信を検討してみてはどうか。
　　Ａ：是非検討したい。伊万里実業高校にはモリンガの商品開発で関わってもらい、高校内部でも結果報告会が予定されている。この報告内容について、市民の方にも知ってもらうために、市民向けの報告会を計画したい。
（４）審査結果のとりまとめ
審査については必要性・緊急性（４点）、効果と継続性（４点）、アピー

　　　　


	

	　　　　ル性（２点）の３項目を審査の基準とし、１０点満点で採点が行われた。
採点の結果、各事業の平均点は次のとおりとなった。

　◎　伊万里市さが未来アシスト事業費補助金事業
①　原屋敷棚田ライトアップ事業　８．３９点
（原屋敷の未来を考える会）
②　モリンガを核としたＣＯ２削減と地域活性化を実現する産学連携型人材育成・商品開発プロジェクト　７．３９点
（伊万里グリーン・カーボンニュートラル実践プロジェクト委員会）
　※　審査要領により、委員全員の平均６点以上を採択するため、応募のあった
２事業は採択とされた。

　※　各団体に対する補助金や交付金額については、佐賀県の事業決定を参考と
し、事務局で再度査定し決定する。

５　連絡事項等
６　閉　　会（竹内会長）
	


※主な発言の要旨等、審議経過がわかるように記載すること。
